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舎利弗 ・ 目連の 旧師サ ン ジ ャ ヤ

畑 昌　利

0 ． ブ ッ ダの 二 大弟 子 と称 され る舎利 弗 ・目連 が ， 帰仏前 はサ ン ジ ャ ヤ とい う

異教 者 の 弟 子 で あ っ た こ とは 夙 に知 られ ， そ の 帰仏の 場面 は
， 「舎利 弗 ・ 目連 の

改宗」 記事 と して
， 律 文 献をは じめ とす る様 々 な仏伝 に モ チ ー

フ を提供 して き

た ．他 方 ， 彼 らの 改宗記事 に は
， 文献間 に よ り様 々 な異 同 が あ る こ とが 指摘 され

て い る ．本稿 で は
，

こ の 複数あ る相違 の 中 ， 彼 らの 帰仏 以前 の 旧師サ ン ジ ャ ヤ に

焦 点 を当て
， 仏伝 の 伝承が 孕 み うる 問題 の

一
部 を指摘す る こ と と す る．

1． 旧師サ ン ジ ャ ヤ を ， 六 師外道 の サ ン ジ ャ ヤ ・ベ ー
ラ ッ テ ィ プ ッ タで あ る と

看做 す説 は か な り古 くか ら存在す る
1）
． た と えば， Jacobi［1895］， p．　xxix は ， 仏

教 と不可 知論 との 関係 に 関 して 舎利 弗 ・目連 に言及 して い る し
， 本邦で も木村 泰

賢 ［1922］， p．68 が 同様 の 立場 を採 っ て い る． ま た事典 の 類 で も赤沼 ［1931］， 望

月 ［1932］，
　DPPN ［1937］で は ， 両サ ン ジ ャ ヤ を同

一
項 目で 取 り扱 っ て お り， 近

年 で は
， 有部系 の 梵 文資料 を扱 っ た SWTF ［2012］ も同様 の 処 理 を行 っ て い る．

また
，

こ の 様 な形 で 舎利弗 ・目連 と六 師 の サ ン ジ ャ ヤ （懐疑論者） を結 びつ け る

こ とに よ っ て
， 仏教思 想の 無記 と懐 疑論の 関係 を考察す る研 究 も存在する

2）
．

　他方 ，
こ れ ら諸説 に反 論する形 で ，両 サ ン ジ ャ ヤ を別人 とす る 説 も存在 する．

た とえ ば Frankc ［1913］， p．50，
　n ，6 は ， 両サ ン ジ ャ ヤ を同一 と した 場 合 ， 統 治す

るマ ガ ダ王 の 年代 上 の 不
一 致 が生 じる 点な ど を指摘 し

， 同
一

人物説 に 反対 して い

る． それ 以 降 も， 同一 人物 説を疑問視す る説 は
，
Barua ［1921］ な どに よ り主張

され て お り
3）

， 近 年で は ， テ キ ス トの 所属部派に よ っ て 伝 承が 異 なる 点 ，
P51iの

伝承で は両サ ン ジャ ヤ を同
一

に しない 点な どが主張 されて い る
4）
．

2． pali聖典で は ， 六 師外道 の サ ン ジ ャ ヤ と旧 師サ ン ジ ャ ヤ は 以 下 の よ うに 登場

す る．前 者 はサ ン ジャ ヤ ・ベ ー ラ ッ テ ィ プ ッ タ とい う呼称が為 され
， 対論者 の 質

問 に 対 して確定 的 な返答 を出 さ ない
5）

懐疑論者 ・不 可知論者 と して 描か れ る
6）
．

次 に
， 旧師サ ン ジ ャ ヤ の 記述 は ，

Vinaya の Mahavagga に存在す る．

　 さて そ の 時 ，サ ー リプ ッ タ とモ ッ ガ ッ ラ ーナ は遊行者 サ ン ジ ャ ヤ の 下 で 修行 し て い た．

一 870一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

（196） 舎利弗
・目連 の 旧師サ ン ジ ャヤ （畑）

【こ の 後 ， 仏弟子 ア ッ サ ジよ り，「縁起 法頌」を聞い た舎利 弗は ブ ッ ダの 下で の 出家を決

意 し， 目連 と共に
，

サ ン ジ ャ ヤ を振 り切 っ て 帰仏す る ．】さて サ ー リプ ッ タ とモ ッ ガ ッ

ラ
ーナ は ， そ の 250 人か らな る遊 行者達 と共 に ヴ ェ

ー
ル ヴ ァ ナ の 方へ 近 づ い た ．他方 ，

遊行者サ ン ジ ャ ヤ は ほ か な らぬ その 場で 口か ら熱い 血 を吐 い た． （Vin　l，　pp．39−42）

こ の 他， Apadana，　p．24で は ， 舎利 弗が 自らの 半生 を回顧す る中 で 「サ ン ジ ャ ヤ

とい う名 の 婆羅 門」に言及す る． 以上の pali聖典の 用例か らは ， 旧 師サ ン ジ ャ ヤ

は 「遊行者サ ン ジ ャ ヤ」或 は単 に 「サ ン ジ ャ ヤ 」 と称 され て い る こ とが分 か る．

　次 に Pali註釈 文献 の 用 例 を確認す る． 例 えば Samantapasadik5で は 先の Maha −

vagga を註釈 し， サ ン ジ ャ ヤ は 「着衣 の 遊行 者」 と説 明す る
7）
． こ の 他 ，　 pali註

釈 に は舎利弗 ・ 目連 の 改宗記事が 複数伝 え られ ， それ らの 間 には若干 の 異同 が存

在 す る もの の
8）

， サ ン ジ ャ ヤ の 素性 に 関 して は 「サ ン ジ ャ ヤ 」或 は 「遊行者 サ ン

ジ ャ ヤ 」 とさ れ る の み で あ り， tik5に お い て も概 ね 同 じ状 況が 踏襲 される ．

　Dighanikaya　e9　1経 の 「梵網経 」で は
， 冒頭 に ス ッ ピヤ （Suppiya） とい う遊行者

が 登場す る ． そ して P51i聖 典内で ， 彼 に言及が あ る の は こ の 個所の み で ある． と

こ ろ が註釈で は
，

こ の ス ッ ピヤ が 遊行者サ ン ジャ ヤの 弟子で あ る と説明 され （Su−

mangalavilasini 　I
，
　pp．35，41）， 同様 の 記述 は 12世紀 ご ろ の tikaで も為 され る． こ の

様 に
，
PAIi註釈文献 にお い て 遊行 者サ ン ジ ャ ヤ は 一 定の 存在感を保 っ て い た． し

か し， 彼が 六 師外道の サ ン ジ ャ ヤ で あ る とい う記述 は
， 少 な くと もpaliの 伝承に

は見 られ ず ，
そ もそ もそ の よ うな問題 意識す ら持 た れ な か っ た 印象を受 け る ． 以

上 の 解釈 は先 に挙 げ た EncBuddh ［2006］ の 指摘 に 合致する もの で ある．

3 ． い わ ゆ る説
一 切 有 部系 の 文献 群 の 中で 旧師サ ン ジ ャ イ ン に 言及 する の は

，

CatuSpariSatsatra（＝ CPS） と Malasarvastiv五davinaya　PravrajyZvastuで あ る．

　CPS §28で は先 の Mahavagga に相 当す る 記述が存在す る ． そ こ で は ， サ ン ジ ャ

イ ン は異教の 宗派の 名前 として挙げられて お り， また
，

ウパ テ ィ シ ュ ヤ （舎利 弗）

が ア シ ュ ヴ ァ ジ ッ トと出会 っ た時点で 死去 して い る こ とに な っ て い る． また ， 当

該箇所の パ ラ レ ル と看做 され る文献で も同様 の 状 況で あ る
9）
．

　Pravrajyavastuで は ， 舎利弗 ・目連 の 誕生 か ら出家 まで の 経 緯が 詳細 に説 明 さ

れ て い る． そ して こ こ で 伝 え られ る 内容 の 1 つ の 特徴 は ， 舎利 弗 ・目連 が サ ン

ジ ャ ヤ の 下 で 出家する前 に ， 六師外道 の もとを訪れ て い る点で あ る
1 

．

その 時 ，
プーラナ を は じめ とす る六 人 の 教 師は ， 全 て を知 らない の に全 て を知 っ て い る

と思 い 上 が っ てい た．即 ち，
プー

ラナ
・カ ー

シ ュ ヤパ
，

マ ス カ リ ン ・【ゴ ーシ ャ
ー リー

プ ト ラ
，

サ ン ジ ャ イ ン ・ヴ ァ イ ラ テ ィ
ープ トラ ，

……そ れ か ら
， 婆羅門少年の ウ パ テ ィ
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舎利 弗 ・目連 の 旧師サ ン ジャ ヤ （畑） （197）

　 シ ュ ヤ と コ
ー リタの 2 人 は】， プー

ラ ナ ・カー
シ ュ ヤ パ の所 へ 行 っ た． （p．60）

六 師外道の
一

人 と して の サ ン ジ ャ イ ン の 名前 が挙 が っ て お り， その 点は 梵文 断片

や 漢訳 で も確認 で きる
11）

． 次 い で ウパ テ ィ シ ュ ヤ とコ ー
リ タ は

， サ ン ジ ャ イ ン

を含 む 六 師 を順 に 訪 問 し， 何 れの 教 説 に も満足 しない とい う記述が 続 き， その

後 ， 先 に引用 した CPS の 冒頭文 に相 当す る記述 が 続 くの で あ る．

　 そ の 時， 【宗祖で ある 】サ ン ジ ャ イ ン な る 者が 【現 れ て 間 もな か っ た，そ の 後，婆羅 門

　少年の ウ パ テ ィ シ ュ ヤ と コ
ー

リ タ両名 はサ ン ジ ャ イ ン先生 の 所 へ 行 っ た
12）

．】（p．　72）

こ の 後， ウパ テ ィ シ ュ ヤ と コ ー リ タ が サ ン ジ ャ イ ン の 下 で 出家 し
， 師の 病死後 ，

ア シ ュ ヴ ァ ジ ッ トに 出会 う． 重要 な点 は
， 梵 蔵漢 い ず れ の 資料 に お い て も，

2 人

が 六 師外 道の サ ン ジ ャ イ ン の 所 説 を却下 した の ちに
， 宗祖 サ ン ジ ャ イ ン に 出会 う

点で あ り， こ れ に よ り， 両 サ ン ジ ャ イ ン が 別人 と看倣 され て い る こ とが 分か る ．

4 ． 大衆部所属 の 説 出世部の 律 と伝 え られ る Mahavastu（＝ Mvu ）に も舎利 弗 と 目

連 の 改宗記 事が存在す る．相 当漢 訳 と看做 され る 「仏 本 行 集経』と共 に 確認す る．

　 またそ の 時 ， ラージ ャ グ リハ に ， ヴ ァ イ ラテ ィ
ーの 息子で あるサ ン ジ ャ イ ン とい う名前

　 の 遊行者が 500人の 遊 行者 を有 して 逗留 して い た。少年婆羅 門で あ るか の シ ャ
ー リプ ト

　 ラ とマ ウ ドガ ル ヤ ーヤ ナ は ， 遊行者の 庵へ 行 っ て ， ヴ ァ イ ラテ ィ
ーの 息子であ る遊行者

　 サ ンジ ャ イ ン の 下 で
， 遊行者 と して 出家 した ． （vol ．3，

　p．59）

同様の 表現 は逐語 的に は一 致 しない もの の 「仏本 行集経』 に も現 れ る
13）

． と こ ろ

で
，
Mvu の 伝 え る 当該説 話で は

， 場 面 に よ っ て サ ン ジ ャ イ ン へ の 呼 称が 変化 す

る
14）

． しか しい ず れ にせ よ ， 旧 師サ ン ジ ャ イ ン が 六 師外道 の
一

員
15）

と看做 され

る こ とは明 らか で あり， 同 じ現象が 『仏本行集経』 に もみ られ る こ とか ら，6 世

紀 後半 に は ， 説 出世部 に お い て こ の よ うな伝承が 成立 して い た こ とが 分か る。

5 ． 以 上 の ほか ， 漢訳 で 伝承 され る律 ・仏伝 文献 に は， 舎利弗 ・目連 の 改 宗 を

伝 える もの が複数あ る ． その 中， 旧師サ ン ジ ャ ヤ に言及 され る もの を挙 げて み る

と
， 例 え ば 『五 分律』 と 『四分律』に は それ ぞれ

， 「沙然」 （T．22， p．110b）， 「刪若

梵 志」 （T．22， p．798c） とい う名 前が見 出 され ， 正確 な原語 は 不 明なが らも，
　 Saff−

jaya／Samjayinに近い イン ド語 を想定 し得る 。そ して こ の 両者 以外で も同様 で あ り
16）

，

目下 問題 とす る 旧師サ ン ジ ャ ヤ の 素性 に 関 して 新 た な情 報 を見 出 さ な い ． また，

中 国撰 述 の 註 釈類 が 舎利 弗 ・目連 の 改 宗に 関 して 纏 ま っ た 記 述 を為す場合 は ，

『仏本行集経』な どに 基づ くか ， 大部を引用する こ とが しば しばで あ る
17）

．

6． 次 に 以 上 の 資料 を個別 あ る い は複数取 り上 げ検討 した先行研究 を確認 して

お く． Larnotte ［1949］ は， 舎利 弗 ・目連 の 改宗に 関す る 諸 文献 を網羅的 に検討
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（198） 舎利弗 ・目連の 旧師サ ン ジ ャ ヤ （畑）

した後 ，
そ れ らを両サ ン ジ ャ ヤ を同

一視 す る古伝 承 （pali，　MahEvastu ） と
， 別 人 と

す る 新伝 承 （『根本有 部律』） に分 けて い る． そ れ に対 し Waldschrnidt ［1951］ は
，

テ キス トを新古 に分 ける 態度 を批判 する ． その 後も，
Migot ［1954］，

　 Bareau ［1963：

Recherches］，
　 Larnotte［1976］， 高木 ［1979］に よ っ て ， 上 掲 した 複 数の 文献 が検

討 され ， 部派 に よ りサ ン ジ ャ ヤ の 素性 が異 な る点 が確 認 され る． しか し 目下 問題

と して い る PAIiや 『五 分律』 その 他大多数の 文献の よ うに ， 両サ ン ジ ャ ヤ を同
一

と も別 人 と も明記 しない 文献の 解釈に 関 して は
， 断定的な結論が 出せ な い ままで

あ る．

7 ． 以 上 の 問題意 識 を持 ちつ つ
， 筆者 は pali文献 が伝 える 旧師サ ン ジ ャ ヤ は六

師の サ ン ジ ャ ヤ とは別人 と解すべ きで あ る と考える ． 最大 の 理 由は
，
paliの 聖典

か ら註釈 ， tikaに い た る まで
， 両サ ン ジ ャ ヤ を同一視 す る記述 が 存在 し ない とい

う事実 を重要視 す る か らで あ る ． また
， 「遊行者」 （paribbajaka） とい う語 が

18）
，

一

種の 名前 の
一

部 と して 機能 し得 る と考 える の も理 由 の 1 つ で あ る．す なわ ち
，
P51i

で は
， 旧師サ ン ジ ャ ヤ は

一
貫 して 「遊行者 サ ン ジ ャ ヤ」とい う呼称が 用 い られ た．

そ して サ ン ジ ャ ヤ の 下で 修業 して い た舎利 弗 ・目連 も同様に 「遊行者」 と呼 ばれ

て お り （vin　1
，
　p．40），「遊 行者」とい う呼称は ， それ が 付 され た 人物 の ス テ イ タス

，

ア イ デ ン テ ィ テ ィ を示す語で あ っ た こ とが 分か る． ま た AN 　lO．116で は ， 遊行者

ア ジタ （Ajita　padb圃 aka ）な る 者が登場する が
19）

， 彼が六 師外道 の ア ジ タ ・ケー サ

カ ンバ ラ （Aj　ita　Kesakambala） と同
一

視 され る こ とは ない ． 以 上 を考慮 に入 れ れ ば ，

少 な くと もpali文献 の 伝 え る と こ ろ に お い て は ， 「遊 行者 サ ン ジ ャ ヤ 」 な る
一

人

の 独 立 した人物が 意識 され て い た 可能性が 高い と考える．

　次 に
，

こ れ まで 見 た 聖典 や 註釈の 記述 と離 れ た各地 の 伝承に お い て は ， 両 サ ン

ジ ャ ヤ を 同
一

人 物 と看做 す傾 向が 生 じ る 点を確認 して お く． 例 え ば ，
Bigandet

［1880］ は ミ ャ ン マ ー の 伝承 を伝え る Pali語 の 2書
20）

（18世紀後半） を資料 と し，

　 ウパ テ ィ ッ サ （Oopathi）・コ ーリ タ （Kaulita）は 不死 を求め て ，六 師外道 （Mekkaii ，
　Gau

，

　 Sala
，
　Thindzi

，
∫ani

，
　Ganti）の 中か ら Rahan （遊行者 ？）で ある Thindziの 下 で 修業す る．

とい うPAIiの 伝承 に は ない 内容を伝 える ． また ， 中国編纂の 『続一
切経音義』（10

世 紀後半）は
， 『根 本有部律出家事』 の 旧 師 「珊逝 移」 を以 下 の 様 に釈 す る ． 「上

蘇乾 反梵語外道名也． 前破僧事第二 巻 中已 具解釈也．」（T．54， p．974c）下 線部の 『破

僧事』で は 六師外道の 「珊逝移」が 扱われ て お り， 両サ ン ジ ャ イ ン を別人 とする

『根本有部律』 とは異 なる 解釈が 登場 して い る． こ の 様に
，

三 蔵か ら離れ た 後代

の 伝承 で は， サ ン ジ ャ ヤ を 同
一

人 物 と看倣すべ く伝承が 変化する場合が あ る．
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舎利弗 ・目連の 旧師サ ン ジ ャ ヤ （畑） （199）

8 ． 最 後 に ， 赤沼 ［1931］ に 対 す る 評価 を述 べ つ つ まと め とする ． 上 記 した通

り， 赤沼 ［1931］ は
， 両 サ ン ジ ャ ヤ を同一 項 目で扱 う． しか し

，
こ れ は Mvu や

『仏本行 集経』 の 用例 が あ る以 上 ， や む を え ない 措 置 で あ っ た と考 える ． 実際 ，

赤沼 ［1920］， p，444 で は
， 両 サ ン ジ ャ ヤの 同

一
視 に含み が持 た されて お り， 赤 沼

師 自身 が サ ン ジ ャ ヤ の 素性 に 関 して 問題 意 識 を持 た れ て い た 点 が 窺わ れ る ． 他

方 ，
この よ うな事典 の 記 述 を手掛 か りに ， 異部派 の 文献 が伝 える 諸要素 を繋 ぎ合

わせ て 1 つ の 仏伝 を構 成 した 場合 ， 本来意図 され て い な い 内容の 仏伝が 創 り出 さ

れ る 可能性 も存在す る ． サ ン ジ ャ ヤ に 関す る 誤解 は ま さ に そ の
一

例 で あ る と考 え

る． た だ し
，

こ の よ うな諸文献の 整理 ・再解釈 は， 部派に 関す る研 究 の 蓄積を経

て こ そ可能 に な っ た もの で あ り， 今後は ， 部派毎の 伝承 を よ り意識 した資料処理

が 求め られ る ． また 同 じ理 由か ら ， 特定の 部派の 文献を扱 い なが ら
， 当該部派 の

伝 承 と異 なる情報 を記載す る DPPN や SWTF の 記述 は訂正 され る 必要 が ある．

1）Kem ［1896： Manual コ，p．32 など，　　　 2 ）中村 ［1992コ， pp，625−641；村上 ［2011］，
pp．106−114．　　　　3 ）Barua 匚1921］，p．325； Pande匚1957］， p．350，

　n ．188 ； Freiberger［1997］，

p．123，
n ．9．　　 4 ）Vogel ［1970］，p．5； EncBuddh ［2006］．　　 5）amaravikkhepa の

語義 に 関 して は
， 拙稿 （Hata ［2009］）を参照 され た い ． なお

， 拙稿 の 結論に 対 し村上

［2011］で 反論が為 され てい るが （p．125，　n ．23），
こ れ は訳 語 に対する 立場 の 相違 に よる

もの と考え る．拙稿で は
， 現存す る 資料 を用 い amaravikkhepa とい う要語の 語義 に 関 し

，

蓋然性の 高 い 解釈 を示 したに過 ぎない ．amar 五vikkhepa と称 され るサ ン ジ ャヤの 教説が ，

「懐疑論」や 「不可知論」 に帰 され る べ きとい う点 に つ い て は，筆者 も異存 は ない ．

6 ）DN 　I，　p．58．六 師外道の サ ン ジ ャ ヤ の 名は ，
　 DN 　II，　p．150； MN 　1，　pp．198，250 な どに も

登場 す る ．　　　 7）Sp　V
，
　p．　974．　　 8 ）Ja　1，　p．　85； Mp 　I，　pp．155− 161；Dhp−a　1

，
　pp．

88−95；Tha−a　III
，
　pp．9（トー96＝ Ap −a

，　pp．206−212；Ap −a，　p．90；Thi−a，　p，3；Sn−a　I，　pp．325−328．

9） CPS の 当該箇所 との 親近性が 指摘 され る 『仏 阿毘曇経 出家相 品』 に 引用 され る律文

献 （T．24，p．961c：cf ．　Sasaki匚1985］．）や ， 有部 の 仏 伝 を伝 える蔵 訳 AbhiniSkramarpastttra

も同様の 内容 を伝 えて お り，特 に後者 は CPS とほ ぼ逐語 的 な
一

致 を見 る （Otani　no ．967，

Su　90blf．）．　　　 10）蔵訳 テ キ ス トは Eimer ［1983］を使用 ． また，梵文断片 （Vbge1 ＆

Wille ［1984］）が存在する部分を 【 】で 示 す．　　　 11）梵文断片 ： Fol．［9］vl ；漢訳 ： T，

23
， p．　1025ab．　　 12）梵文断片 （Fol．［11］r5 ）で は 引用 した 蔵訳 の 箇所 に tasya とあ る が，

他断片か ら判 断 して，蔵訳 と同様 の 表現が ，前後で 用い られて い た と予 想す る．

13）「波離闍婆刪闍耶」「刪闍耶外道」「刪闍耶毘羅瑟智之子」 （T．　3， p．875b）．　　　 14）

舎利弗 ・目連とサ ン ジ ャ イ ン の 決別の 箇所で は 「遊行者サ ン ジ ャ イ ン 」 ある い は 「サ ン

ジ ャ イ ン 」 と称 され （p．63）， 『仏本行集経』 も同様 （p。887b）．王 舎城 で ブ ッ ダの 悪評

が流 され る場面 で は， 「ヴ ァ イ ラ テ ィ
ー

の 息子で ある遊 行者サ ン ジ ャ イ ン 」 （p．90） とあ

る．　　　 15）六 師外道の サ ン ジ ャ イ ン （Sarnj　ayin　Vairattikaputra）は Mvu 　l，　p．256f．，　III，　p．
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383に も登場、　　　 16）「沙然」（T．4，p．153c）：「刪闍夜」（T．14，
　p．768a）；「珊 闍耶伽」（T．

24， p．　841b）；「刪闍耶」 （IL　25，　p，136b）．　　　 17）T ．33，　p．　189f．；T．　34，　pp．　12ab， 174a， 180f．，

515b， 739c；T．37，　p．334b； T．38，　pp．283c， 284a；T．38，
　p．773a；T．51，

　p．924b；T．53，
　pp．

69c， 523c．　　 18）Freiberger［1997］は ，
　 paribb勾aka を 「特定の 教 団や教 主 に 属 さな い

非仏教 の 修行者 」 と結論付 け る ．　　　 19）AN 　V
，
　pp．229

−323； た だ し タ イ 版 は Aj　ina

の 読み を伝 える ．相 当漢訳 ： 阿夷那 （T ．1，p．734a） と
一

致す る故 に，　 Ajinaの 読み を採

る べ きか もしれない ．　 　 20）Cf．　de　Jong ［1981］．
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